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加工・流通

食品素材のナノスケール評価
技術の開発と新機能の解明

サイズ、分布、形状、
安定性, etc.

• 構造、加工適性、物理特性、安定性、
製造技術等にまたがる体系的研究と
データの蓄積

• ナノスケール食品素材の生体影響の評
価と安全性の検討

• 新たな食品素材・食品産業創出の可能性

食品素材のナノスケール加工基盤技術の開発

物理化学特性評価／体内動態評価／品質安定性評価

実験動物、培養細胞、マ
イクロチップ等を用いた
体内動態・生体影響評価

保存性、品質特性、安
定性等について評価

SPM（走査型プローブ顕微鏡）
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SPMによるタンパク質解析とアレルゲン検出
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熱レンズ顕微鏡、マイクロナノ化学システム、蛍光アイソトー
プ顕微鏡、テラヘルツ分光等も使用
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食食品品素素材材ののナナノノススケケーールル加加工工及び評価技術の開発及び評価技術の開発

SPMのゲノム解析への適用

染色体断片の連続切断

任意の位置への連鎖地図マーカー創出

局所塩基配列の解読

マイクロからナノスケールの食品素材を対象に、構
造解析、物理化学特性の解明を進め、加工適性、安
全性の両面から研究を行なう。また、SPM技術と生
化学・分子生物学技術を融合した新規な生体試料解
析法を開発し、アレルゲンの迅速検出等への応用を
進める予定。
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